
１．事業説明シート （区分）　国補　・　県単　

事業箇所 地区名

（３）事業の妥当性評価 妥当

①課題・背景 ①公共関与の妥当性（行政が行うべき事業か） ○

②事業執行主体の妥当性（県が行うべきか） ○

③経済妥当性 ○

900 百万円 工期 基準年 R3

費用 2,230 百万円 便益 3,059 百万円

建設費 701 百万円 2,246 百万円

関連事業費等 1,529 百万円 311 百万円

286 百万円

216 百万円

②整備目標・効果

□主要目標 ※その他は、災害防止効果（緊急避難路）、生活環境改善効果、維持管理費節減効果
対象路線の幅員４ｍ以上延長率　100% > 81.8% 費用便益比（B/C）は、1.0を超えており、経済効率性は確保されている。

④事業実施・規模の妥当性 ○

□副次目標

□副次効果 ⑤整備手法の有効性 ○

・受益面積規模、事業対象工種から、本事業で対応することが妥当である。

⑥環境負荷等への配慮 ○

①整備内容

②着手年度

④総事業費 ⑦事業計画の熟度 ○

⑤年度別の整備内容

令和４年度 測量・設計 50 百万円

令和５年度 道路改良工 100 百万円 ［貢献度ランク：a］

令和６年度 道路改良工 100 百万円

令和７年度 百万円

令和８年度 百万円

令和９年度 百万円

令和１０年度 百万円

令和１１年度 舗装工 100 百万円

令和１２年度 舗装工 100 百万円

⑥既整備内容・期間・事業費

畑地帯総合整備事業　岩手地区 平成23年～令和6年  　　事業費25億円　

※記載内容は見込みであり、確定したものではない。

（４）事業位置図

道路改良・舗装工　  100

道路改良・舗装工　  100

道路改良・舗装工　  100

道路改良・舗装工　  100

（※評価基準値）

総事業費

○集落間・小規模拠点施設へのアクセス向上

〇農林産物の販売促進（販売促進活動あり)

　　―

　本地区は山梨市の西部に位置し、ぶどう、もも、さくらんぼを主体とした県
内有数の果樹産地である。
　また、シーズンを通して様々なフルーツ狩りが楽しめる観光農業も盛んな地
域である。
　近年、西関東連絡道路の八幡南ランプから岩手ランプの開通、主要地方道
（通称：八幡バイパス）の整備など主要道路のアクセスは大きく変化した。
　本事業で実施する農道は幹線農道として、これらの主要道路と観光農園など
地区内の果樹園とを有機的に結ぶとともに、近年統合された集出荷施設（総合
共選所）へのアクセス向上を図るもので地域農業の更なる振興に寄与するもの
である。

・地区内の営農条件改善のために必要な整備量としている。

（２）整備内容

　全体計画 , 農道 L=750m , W=7.0m ・大規模な土の切盛の際は周辺環境等への影響を最小限にする措置を講じる。

〇緊急時の避難・救助機能の確保(避難路の確保)

妥当でない

岩手
いわで

・市川
いちがわ

1期
き

山梨市 東 外

・本地区の整備は食料・農業・農村基本法に位置づけられている、農業の持続的発展、食料の安定
供給、多面的機能の発揮に資するものであり、行政が行うべきである。

・「山梨県農村地域活性化農道整備事業実施要綱」第３により県が事業主体となって行うべきである。

総　合　評　価

　令和４年度 ③完成見込年度

（事業費）

　令和１２年度

　約900百万円（県費630百万円(7/10)、市費等270百万円(3/10)

・早期着工の要望あり

　調査に関する事前評価済（未実施）

（１）事業の概要

農村地域活性化農道整備事業（県単）

令和３年度　公共事業事前評価調書（簡易型）

1.37Ｂ／Ｃ

経
済
効
率
性 その他※

走行経費節減効果

一般交通等経費節減効果

品質向上効果

山梨県

R4～R12

事業名 事業主体

笛吹川
フルーツ公園

フルーツライン 岩手・市川地区

←
 

至

牧
丘



２.添付資料シート（１）
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JAフルーツ山梨

八幡支所

JAフルーツ山梨

岩手支所

JAフルーツ山梨

まる八共撰所

農道 L=750m

八幡公民館

八幡小学校

市川･岩手1期地区
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幅員 W=7.0m （標準断面図）

いわで いちがわ き

農村地域活性化農道整備事業　岩手
いわで

・市川
いちがわ

1期
き

地区

L=750m

W=7.0m

受益面積

総事業費 　約 ９ 億 円

事　　業　　概　　要

主要工事 農道 1 路線

　A = ３７０ ha



２.添付資料シート（２）

岩手地域ではさくらんぼの観光農園が盛ん
なほか、近年はシャインマスカットの生産も
増加傾向にある。

八幡総合共選所
共選所の再編によりH30年度より岩手地域からも出荷されている。JA岩手支所についても総合

共選所に隣接するJA八幡支所へ今後統合予定であり、岩手地区・八幡地区間のアクセスが今後一
層見込まれる。本事業により両地区を直接つなぐことで、効率的な輸送が可能となり果樹産地とし
ての強化が図られる。

地区内では新規就農者を指導・支援する取り組みが行われ
ており、今後も継続的に担い手の確保が見込まれる地域であ
る。

地区内の農道の状況。岩手･八幡地区を効率的かつ安全につなぐ農道
がないため、これまで出荷に時間を要し、農作業の支障となっていた。




